
行動計画
① 協議会構成員は、畜産クラスター事業を活用し、機械導
入等を行い、飼養羽数の増羽を図る。

② 取組主体は地域飼料用米の利用、従来堆肥より用途面
に優れる粒状化堆肥を生産、地域内農地に還元。また、地
域水産業者が処理に苦慮しているカキ殻を汚水浄化資材と
して活用することで地域の収益力向上を図る。

③ 取組主体は協議会構成員のモデル農場となり、構成員
に対し、省力化ロボット・ＩＣＴシステム等を活用した生産体制
の確立、農場ＨＡＣＣＰの認証取得等を推進する。

畜産クラスター事業を活用し、収益力向上、畜産環
境問題への対応、担い手育成等を目的に施設整備
を実施。（補助額計：３３９百万円）
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（重点テーマ）飼養規模の拡大・飼養管理の改善 三重県

（その他のテーマ）畜産環境問題への対応・新たな需要開拓に向けた取り組み・担い手育成

現状・課題 期待される効果
（計画ベース）

取組主体農場飼養羽数
Ｈ27：16万羽→Ｈ33：21万羽

後継者確保経営体数
Ｈ27： 1戸→Ｈ33： 3戸

苦情件数
Ｈ27： 6件/年→Ｈ33： 0件/年

飼料用米使用鶏卵出荷量
Ｈ27： ０ｔ→ Ｈ33： 2700ｔ

○ クラスター協議会（養鶏農家8戸、

その他）は、収益性向上、鳥インフ
ルエンザ等のリスク分散を目的に、
平成27年度に新たに県北部にＧＰ
センターを整備。

○ 協議会構成員は、いずれも認定
農業者であるが、経営者の高齢化
が進んでおり、後継者育成が急務。

○ 取組主体農場は、住宅地に近く、
多くの苦情が寄せられており、その
対応に苦慮。

○ 消費者ニーズに対応するため、
安心安全及び差別化鶏卵の供給が
必要。

取組主体は、協議会構成員のモ
デル農場になるために、最新シス
テム導入、農場ＨＡＣＣＰ取得

目指す姿

収益向上効果（計画ベース）

飼養羽数増羽による鶏卵
販売額の増加
Ｈ２７：４７８百万→Ｈ３３：７２５百万

採卵鶏

畜産環境に配慮した鶏卵生産体
系の確立

地域資源（飼料用米・カキ殻）の活
用による地域収益力の向上

（活用事業）施設整備事業




